




要約 179 名の口蓋裂単独患者を披裂の程度別に分類して性との関連を解析した。その結

果、披裂の程度の強いものでは、著しく女性の頻度が高いが、口蓋垂裂のような披裂の程

度の弱いものでは、性差は認められなかった。このことより、口蓋裂単独群においては、

性と pathogenic factor には、強い関連のあることを示唆した。


